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県
道
35
号
線
通
行
止
め
解
除

―
大
規
模
土
砂
災
害
か
ら
２
年
半
―

災
害
地
域
の
生
活
道
路
が
復
旧

中
城
村
奥
間
と
宜
野
湾
市
を
結
ぶ

生
活
道
路
が
通
行
可
能
に
！

被
災
地
域
の
生
活
が
着
実
に
復
旧
　

平
成
18
年
６
月
10
日
に
発
生
し
た
長
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
で
一
部
通
行
止
め
と
な

っ
て
い
た
村
奥
間
と
宜
野
湾
市
を
結
ぶ
県

道
35
号
線
の
復
旧
工
事
が
こ
の
度
完
了
し

ま
し
た
。

県
道
を
管
理
す
る
中
部
土
木
事
務
所
が

12
月
４
日
に
通
行
止
め
解
除
式
を
行
い
、

車
輌
の
通
行
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。解

除
式
で
浜
田
京
介
村
長
は
、「
国
・

県
の
尽
力
に
よ
り
、
今
回
の
工
事
が
無
事

完
了
し
た
こ
と
を
村
民
と
共
に
大
変
喜
ん

で
お
り
ま
す
。
平
成
18
年
の
大
規
模
な
土

砂
災
害
で
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
ご
支

援
・
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。」
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し

た
。平

成
18
年
の
土
砂
災
害
で
は
、
県
の
消

防
学
校
の
前
を
通
る
村
道
坂
田
線
と
県
道

35
号
線
が
崩
落
し
、
土
砂
が
安
里
地
区
の

住
宅
地
域
に
迫
る
な
ど
大
規
模
な
災
害
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
県
道
35
号
線
の
復
旧
に
よ

り
、
被
災
地
域
の
道
路
が
全
て
通
行
可
能

に
な
り
、
村
民
の
地
域
生
活
が
大
き
く
改

善
さ
れ
ま
す
。

課
・(

室)

名
が
変
わ
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
課
　
（
旧
　
産
業
振
興
課
）

企
業
立
地
・
観
光
推
進
室
　
（
旧
　
電
源
立
地
推
進
室
）

中
城
村
が
、
産
業
高
度
化
地
域
指
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
内
部
執

行
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
11
月
１
日
よ
り
、
産
業
振
興
課
が
農
林
水
産
課
へ
、
電
源
立

地
推
進
室
が
企
業
立
地
観
光
推
進
室
に
変
わ
り
ま
す
。

課
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
な
業
務
内
容

農
林
水
産
課

農
林
畜
産
業
振
興
　
水
産
漁
業
振
興
　

土
地
改
良
事
業
　
農
道
整
備
　
農
用
地
に
関
す
る
事

電
源
立
地
・
　
　
企
業
誘
致
　
商
工
業
　
観
光
振
興

観
光
推
進
室
　
　
中
城
公
園
の
活
用

発
電
所
立
地
に
伴
う
地
域
振
興
に
関
す
る
こ
と
　

平
成
20
年
12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
村
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
21
年
度
か
ら
個
人
村
県
民
税
及
び
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
全
期

前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
財
源
の
中
で
、
県
内
の
他
市
町
村
が
次
々
と
前
納
報
奨
金
制

度
を
廃
止
す
る
中
、
中
城
村
は
前
納
報
奨
金
制
度
の
存
続
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
税
収
の
早
期
確
保
と
納
税
意
識
の
向
上
な
ど
の
目
的
で

創
設
さ
れ
た
同
制
度
が
、
一
定
の
目
的
を
達
成
し
た
こ
と
や
村
県
民
税

の
特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）
者
に
つ
い
て
は
、
報
奨
金
の
交
付
が
受

け
ら
れ
な
い
不
公
平
感
の
問
題
、
ま
た
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、

自
主
財
源
の
有
効
活
用
を
図
る
必
要
性
等
、
総
合
的
に
検
討
し
ま
し
た

結
果
か
ら
廃
止
に
至
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
制
度
の
運
用
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
今
後
と
も
納
期
内
納
付
に
な
お
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、
報
奨
金
制
度
は
廃
止
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
全
期
分
を
前
納
す
る
事
は
出
来
ま
す
の
で
、

重
ね
て
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
か
ら
村
税
の
全
期
前
納

報
償
金
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
多
く
の
村
民
の
負
託
を
受
け
、
第
26
代
中
城
村
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
村
長
就
任
か
ら
初
め
て

の
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
な
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
的
な
原
油
高
騰
と
株
式
不
況
と
が
生
活
を
直
撃
し
、
先
の
見
え
な
い
不
安
が
世
間
を
覆
っ
た

反
面
、
中
城
村
に
お
き
ま
し
て
は
平
成
18
年
の
長
雨
土
砂
災
害
で
寸
断
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
村
道
坂
田
線
が
８

月
に
、
県
道
35
号
線
が
12
月
に
復
旧
し
、
ま
た
吉
の
浦
火
力
発
電
所
の
建
設
も
本
格
的
に
着
工
さ
れ
る
な
ど
、

実
に
喜
ば
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
は
村
制
施
行
百
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
掲
げ
ら
れ
て
き
た
「
恵

ま
れ
た
歴
史
・
文
化
遺
産
と
豊
か
な
自
然
に
彩
ら
れ
た
田
園
文
化
村
」
の
理
念
を
引
き
継
ぎ
、
本
年
も
中
城
城

跡
な
ど
の
歴
史
・
文
化
的
資
源
、
堅
実
で
勤
勉
な
人
的
資
源
を
活
か
し
た
村
づ
く
り
に
、
村
職
員
一
同
は
じ
め

関
係
団
体
と
も
連
携
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
電
源
交
付
金
を
活
用
し
た
公
共
施
設
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
重

点
施
策
と
し
て
子
育
て
支
援
と
教
育
環
境
の
充
実
、
次
代
を
担
う
人
材
育
成
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
福
祉
支
援

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
村
内
企
業
の
育
成
と
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
拡
充
、
世
界
遺
産
で
あ
る
中

城
城
跡
や
歴
史
の
道
を
積
極
的
に
活
用
し
た
観
光
産
業
の
振
興
を
図
り
、
村
の
自
主
財
源
確
保
に
力
を
注
い
で

参
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
先
人
達
が
歩
み
、
築
き
上
げ
た
歴
史
と
伝
統
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
希
望
と
活
力
、
魅
力
あ
る
中
城
村
づ
く
り
の
決
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
　
元
旦
　
中
城
村
長
　
浜
田
京
介

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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議会費
予算現額
92,750千円

支出済額
39,221千円

総務費
予算現額
775,752千円

支出済額
247,491千円

民生費
予算現額

1,523,809千円

支出済額
652,237千円

衛生費
予算現額
673,135千円

支出済額
354,632千円

農林水産費
予算現額
244.177千円

支出済額
65,331千円

商工費
予算現額
2,696千円

支出済額
2,596千円

（42.3％）

（96.3％）

中 城 村 の
平成20年度上半期

基 金 762,841千円

有価証券 3,981千円

土 地 294,909㎡

建 物 34,594㎡

■村有財産の状況

村の借金
7,115,034千円

一般会一般会
予算額

5,635,       
支出済額

2,136,       

特 別 会 計 予 算 執 行 状 況

（26.8％）

（52.7％）

（31.9％）

（42.8％）
（単位：千円）

国民健康
保険事業

老人保健
会　　計

下 水 道
会　　計

土地区画
整理会計

後期高齢者
医療会計

会計名 予算現額 収入済額 支出済額 執行率

2,155,152
千円

194,097
千円

316,036
千円

480,554
千円

112,501
千円

484,952
千円

994,669
千円

149,569
千円

113,529
千円

330,570
千円

60,795
千円

893,589
千円 41.5%

64.6%

22.5%

41.5%

39.2%

36.3%

27.7%

125,402
千円

71,097
千円

199,234
千円

44,082
千円

176,006
千円

562,762
千円

155,707
千円

水
道
事
業

収
入
計

支
出
計
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家 計 簿
（9月末現在）の財政状況

計歳出計歳出

119千円

424千円
（37.9%）

消防費
予算現額
236,957千円

支出済額
160,000千円

公債費
予算現額
446,684千円

支出済額
202,272千円

教育費
予算現額
489,392千円
支出済額
194,398千円

土木費
予算現額

1,067,662千円

支出済額
169,592千円

その他
予算現額
12,560千円

支出済額
197千円

（1.6％）

（67.5％）

（15.9％）

（ ）内は執行率

（39.7％）

災害復旧費
予算現額
69,545千円

支出済額
48,457千円（69.7％）

（45.3％）

中城村の財政事情の公表中城村の財政事情の公表
「財政公表」は、村の財政がどのよ

うに運営されているかを知っていただ
くために、年２回公表されるものです。
ここでは、村予算の歳入歳出執行状況
を中心に、村有財産の状況などが明ら
かにされています。
今後とも村民のみなさんの村政への

ご理解とご協力をお願い致します。

一般会計収入
村 　 　 　 　 　 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金　
地 方 消 費 税 交 付 金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村　　　　　　　　 債
一 時 立 替 金
一 時 借 入 金

計
予 算 額
収 入 比 率

868,348千円
13,435千円
1,483千円
377千円
0千円

64,243千円
10,693千円
5,957千円
19,859千円

1,005,184千円
897千円
657千円

41,412千円
32,464千円
42,373千円
6,731千円
0千円
0千円

166,295千円
35,728千円

0千円
0千円

266,000千円
2,582,136千円
5,635,119千円

45.8%

（ 収 入 済 額 ）
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中城城跡でわかてだを見よう!

12月21日、「わかてだを見る集い」冬至の日に
中城城跡で開催

吉の浦火力発電所本格着工

11月28日、吉の浦火力発電所1・2号機
新設工事安全祈願祭及び祝賀会

一年で最も日が短いとされる冬至にちなんだ催し「わかてだ
を見る集い」が冬至の日の12月21日に、中城城跡で開催されま
した。（主催：中城城跡共同管理協議会）
午前６時半から、護佐丸太鼓の演舞や、両村の文化協会の古

典音楽の演奏も行われました。
メインの「わかてだ」（朝日）はあいにくの曇り空で、見る

ことは出来ませんでしたが、朝早くからつめかけた方たちに、
温かいコーヒーや、トゥンジージューシーが振る舞われました。
また、当日に琉歌大賞の発表が行われ、伊舎堂の比嘉俊雄さ

んの歌が大賞に選ばれました。

中
城
村
が
誘
致
し
、
字
泊
に
建
設

中
の
吉
の
浦
火
力
発
電
所
１
・
２
号

機
の
建
設
工
事
が

本
格
的
に
着
工
す

る
事
を
受
け
、
事
業
主
体
の
沖
縄
電

力
が
安
全
祈
願
祭
と
祝
賀
会
を
催
し

ま
し
た
。

出
席
し
た
浜
田
京
介
村
長
は
「
県

内
で
初
め
て
の
天
然
ガ
ス
を
使
用
す

る
環
境
に
優
し
い
発
電
所
が
本
格
着

工
す
る
運
び
と
な
り
、
本
村
の
発
展

の
た
め
に
も
喜
ば
し
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

村職員もふるさと応援で寄附

11月7日、中城村役場職員43名が
村の発展を願い

村
役
場
職
員
43
名
が
、
村
の
発
展

の
た
め
に
活
用
し
て
欲
し
い
と
40
万

４
千
５
百
円
を
中
城
村
に
寄
附
し
ま

し
た
。
取
り
ま
と
め
た
比
嘉
義
人
村

職
労
委
員
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
寄
附

を
続
け
た
い
。
村
職
員
が
率
先
し
て

同
制
度
を
活
用
し
、
村
発
展
に
繋
が

っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

島クトゥバを残そう

11月15日、中部地区婦人会
「島クトゥバし語やびら大会」

生
活
の
中
で
残
さ
れ
て
き

た
「
島
ク
ト
ゥ
バ
」
を
大
切

に
語
り
継
ご
う
と
、「
島
ク

ト
ゥ
バ
し
語
や
び
ら
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
名
の
発
表
者
は
そ
れ
ぞ

れ
の
「
島
ク
ト
ゥ
バ
」
で
お

も
し
ろ
、
お
か
し
く
語
り
、

司
会
者
や
村
長
も
方
言
で
あ

い
さ
つ
。
会
場
は
終
始
笑
い

で
包
ま
れ
ま
し
た
。

空手の演舞披露

11月9日、村体協
第3回空手演舞会

村
体
協
が
主
催
し
、
村
内
の

空
手
道
場
に
通
う
生
徒
ら
の
空

手
演
舞
会
が
、
11
月
９
日
、
吉

の
浦
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
老
人
が
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
、
素
晴
ら
し

い
演
舞
と
技
で
披
露
し
ま
し

た
。子

ど
も
ら
の
初
々
し
い
演
舞

か
ら
、
師
範
の
演
舞
も
あ
り
、

会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。 コミュニティ広場完成

新垣自治会、
コミュニティ助成事業

平
成
20
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

新
垣
自
治
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
広
場（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金
に

よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

地
元
で
は
さ
っ
そ
く
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
む
姿
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
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むら
の話題

Topics

★

★

★

★

★

11月１日、中頭地区中体連駅伝大会で、中城中女子
駅伝部が見事優勝に輝きました。
チームのメンバーは、一区：大城優衣（区間一位）、

二区：比嘉ゆりえ（区間３位）、三区：砂川夏輝、四
区：仲村渠由美（区間３位）、五区：大田和香菜（区
間２位）で、大会新記録の好成績に、父母やコーチら
が優勝を喜びました。

悠
久
の
歴
史
道
　
清
掃

11
月
6
日
、
中
城
村
役
場
・
村
商
工
会
の
共
催
で
、
歴
史
の
道
清
掃

11
月
６
日
に
、
中
城
村
と
商
工
会
の
共
催

で
歴
史
の
道
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

清
掃
に
は
、
地
域
住
民
や
、
企
業
、
役
場

職
員
ら
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

歴
史
の
道
は
、
王
朝
時
代
の
首
里
城
と
中

城
城
を
結
ん
だ
歴
史
あ
る
道
で
す
。
整
備
も

ほ
ぼ
完
了
し
、
沿
道
沿
い
に
ペ
リ
ー
の
旗
立

て
岩
や
、
新
垣
グ
ス
ク
等
の
文
化
財
が
点
在

し
、
歴
史
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

参
加
し
た
方
は
「
中
城
湾
を
望
む
眺
望
が

す
ば
ら
し
く
気
持
ち
よ
く
清
掃
で
き
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
17
日
か
ら
の
３
ヶ
月
間
の
研
修
を
終
え

た
３
名
の
研
修
生
、
知
名

真
由
美

コ
ン
セ
イ

ソ
ン
さ
ん
（
ブ
ラ
ジ
ル
）、
比
嘉

ル
イ
ス

ア
ン

ト
ニ
オ
さ
ん
（
ペ
ル
ー
）、
新
垣

ガ
ブ
リ
エ
ラ

ジ
セ
ー
レ
さ
ん
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
の
研
修
修

了
式
が
吉
の
浦
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
名
は
日
本
語
研
修
を
終
え
た
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
希
望
す
る
企
業
研
修
を
行
い
、
ま
た
、
三

線
や
、
琉
球
舞
踊
の
成
果
を
修
了
式
で
披
露
し

ま
し
た
。

研
修
生
の
３
名
は
、
自
分
の
ル
ー
ツ
の
沖
縄

の
歴
史
、
文
化
や
、
人
々
の
温
か
さ
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
う
れ
し
い
と
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

浜
田
京
介
村
長
は
、「
３
ヶ
月
と
い
う
短
い
研

修
期
間
で
文
化
研
修
な
ど
習
得
し
、
よ
く
頑
張

っ
た
と
思
う
。
帰
国
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
と

中
城
村
の
友
好
の
架
け
橋
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

南米と中城の友好の掛け橋に
12月11日　中城村海外移住者子弟研修生研修修了式

中城中女子、駅伝大会で優勝
11月1日、中城中駅伝女子、中頭地区中体連駅伝大会でV
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個人住民税の

寄付金税制がかわりました!
「
ふ
る
さ
と
」
に
対
し
貢
献
又
は
応
援
し
た
い
と
い
う
思

い
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
、
個
人
住
民
税
の
都
道
府
県
・

市
区
町
村
に
対
す
る
寄
付
金
税
制
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
！

どんな控除が受けられるの?

控除対象となる寄附金（※1）の限度額は、総所得金額等（※2）の25％から30％に改正になりました。
（※1）都道府県・市区町村に対する寄附金以外の寄附金との合計額です。

（※2）総所得金額等とは、サラリーマンの場合、給与収入から給与所得控除額を控除した金額、年金受給者

の場合、年金収入から公的年金等控除額を控除した金額をいいます。

※平成20年１月１日以後に支出した寄附金が対象となり、寄附をした翌年度の個人住民税から控除されます。

（所得税については寄附を行った年分から控除されます）

改　正　前 

10万円 

所得控除方式により 
適用対象寄附金 

× 
税率（10%）の 
軽減効果 

控　除　率 

適用下限額 

改　正　後 

5千円 

税額控除方式により 
都道府県・市区町村に対する 

寄附金のうち 
適用下限額を超える部分について 

個人住民税所得割の 
概ね1割を上限として 

所得税と合わせて全額控除 

ふる
さと

納税

個人住民税の寄附金控除を受けるためには、毎年1月1日～12月31日までに行った寄附について、翌
年3月15日までに最寄りの税務署に所得税の確定申告を行っていただく必要があります。その際、寄
付先などからもらった領収書などを申告書に添付することが必要ですので、注意してください。
※個人住民税の寄附金控除だけを受けようとする場合には、所得税の確定申告の代わりに、住所地の市町村に簡易な申告書

による申告を行っても構いません。この場合、所得税の控除は受けられませんので、ご注意下さい。

【税に関するお問い合わせ】 中城村役場　税務課　　TEL.895－2131
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村・県民税の申告受付日程 村
・
県
民
税（
2
月
17
日
か
ら
）と
所
得
税（
2
月
2
日
か
ら
）の
申
告
は
3
月
16
日
ま
で
で
す
。

平
成
21
年
度
の
村
・
県
民
税
と
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
申
告
が
左
記
の
通
り
始
ま
り
ま
す
。
期
限
間
近
と
な

り
ま
す
と
、
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
申
告
書
は
で
き
る
だ
け
ご
自

分
で
書
い
て
、
お
早
め
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

【
村
県
民
税
の
申
告
を
す
る
方
】

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
中
城
村
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
平
成
20
年
中
に
次
の
よ

う
な
所
得
が
あ
っ
た
方
。

①
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
で
所
得
が
あ
っ
た
方
。

②
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
な
い
方
。

③
平
成
20
年
中
に
退
職
し
、
現
在
就
職
し
て
い
な
い
方
。

④
給
与
所
得
の
ほ
か
に
20
万
円
以
内
の
他
の
所
得
が
あ
っ
た
方
。

【
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
】

①
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収
入
の
あ
る
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
な
ど
で
、

平
成
20
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
配
偶
者
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
超
え
る
方
。

②
給
与
所
得
者
で
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方
。

③
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方
。

④
２
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
方
。

時 間 
月 日 

2月17日(火) 

2月18日(水) 

2月19日(木) 

2月20日(金) 

2月22日(日) 

2月24日(火) 

2月25日(水) 

3月1日(日)

伊集・和宇慶 

津覇・浜 

当間・屋宜 

登又・ 
サンヒルズ 

北上原 

南浜・北浜 

奥間・安里 

添石・伊舎堂 

久場 

新垣 

南上原 

指定日に来られない方 

指定日に来られない方 

受付：午前 
9時～11時30分 

受付：午後 
1時～4時 

泊・県営団地・ 
第2団地 

※上記の行政区日程で都合の悪い方は、
期間内であれば他の行政区の割り当て
日でも申告を受ける事が可能です。

受付会場：吉の浦会館

所得税から住宅ローン控除額を
引ききれなかった方へ
（平成11年～18年末までに入居した方が対象です。）

税源移譲により、所得税が減額となり控除できる住宅ローン控除額が

減る場合があります。所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税

から控除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。

平成20年度以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要

となります。対象の方は、平成21年3月16日までに、平成21年1月1日現在お住まいの市町

村へ「市町村民税都道府県民税　住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出して下さい。

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方

所得税の確定申告をされない方

所得税の確定申告をされる方

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法

源泉徴収票を添付して市町村へ提出

所得税の確定申告書とともに税務署へ提出

申
告
期
限

平
成
21
年

3
月
16
日

ま
で

申
告
期
限

平
成
21
年

3
月
16
日

ま
で

平成20年分所得税等の
確定申告会場は

「沖縄商工会議所ホール」
（沖縄市中央4-15-20）です!

開設期間平成21年2月2日～3月16日
（土・日・祝日を除く）

【お問い合せ】沖縄税務署 TEL 938－0031

沖沖縄縄税税務務署署
かかららのの
おお知知ららせせ
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高齢者の方の冬の過ごし方について
去年の夏はとても暑く、また11月頃まで暑い日が続いていましたね。最近は寒

い日が続き、体が縮こまってしまいます。高齢者は若い人とは違って体の機能が
低下するため寒さは非常にこたえます。今回は、高齢者の冬の過ごし方について
お話します。

①
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
病
気
に
な
る

高
齢
者
は
、
外
見
は
元
気
そ
う
に
見
え

て
も
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
風

邪
や
、
僅
か
な
食
欲
不
振
が
病
気
の
引
き

金
に
な
り
ま
す
。

②
合
併
症
を
起
こ
し
や
す
い

風
邪
か
ら
す
ぐ
肺
炎
を
起
こ
し
た
り
し

ま
す
。
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

早
め
に
医
師
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

③
は
っ
き
り
し
た
症
状
が
な
い
の
に
病
状

が
急
変
す
る

風
邪
を
引
い
て
も
熱
も
な
く
、
ち
ょ
っ

と
元
気
が
な
い
程
度
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
家
族
が
気
付
い
た
時
は
肺
炎
を
起

こ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
。
ま
た
心
筋

梗
塞
は
激
し
い
胸
の
痛
み
を
感
じ
る
も
の

で
す
が
、
高
齢
者
の
場
合
は
軽
い
動
悸
や

左
胸
が
だ
る
い
程
度
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
脱
水
を
起
こ
し
や
す
い

脱
水
は
認
知
力
の
低
下
を
誘
発
し
た

り
、
意
識
障
害
を
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

「
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
」「
目
に
力
が
な
い
」

「
ど
こ
と
な
く
い
つ
も
と
違
う
」
と
い
う

感
じ
が
あ
れ
ば
脱
水
を
疑
い
ま
す
。

こ
の
症
状
に
気
を
つ
け
よ
う
！

免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
は
…

○
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事

た
ん
ぱ
く
質
（
肉
、
魚
、
豆
腐
、
卵
）、
ビ
タ
ミ
ン
（
野
菜

類
、
果
物
）、
亜
鉛
（
カ
キ
、
ア
ー
モ
ン
ド
な
ど
）
を
多
く

含
む
食
品
や
、
体
を
温
め
る
ネ
ギ
や
生
姜
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

○
質
の
よ
い
睡
眠

熟
睡
で
き
る
よ
う
に
生
活
リ
ズ
ム
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
遅

く
て
も
11
時
に
は
寝
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
体
温
が
も
っ

と
も
低
く
な
る
２
時
〜
４
時
は
効
果
的
な
睡
眠
を
得
る
こ
と

が
出
来
る
時
間
で
す
。

○
適
度
な
運
動

寒
い
と
血
行
が
悪
く
な
っ
て
免
疫
力
が
低
下
し
が
ち
で
す
。

適
度
な
運
動
で
血
行
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
リ
ラ
ッ
ク
ス

ス
ト
レ
ス
は
免
疫
力
を
弱
め
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
入
浴
す
る
、

ラ
ジ
オ
や
音
楽
を
聞
く
、
体
を
動
か
す
な
ど
自
分
に
合
っ
た

気
分
転
換
の
方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
が
冬
に
起
こ
し
や
す
い
病
気
と
し
て
特
に
多
い
の

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。

風
邪
を
予
防
す
る
こ
と
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
手
洗
い
や
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
人
ご
み
に
行
か
な
い
こ
と
や
体
を
冷
や
さ
な
い
こ
と
、

そ
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

65
才
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
個
人
負
担
千

円
で
す
が
、
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
８
９
５
―

２
１
３
１
（
内
線
２
５
３
）

ま
た
日
頃
か
ら
免
疫
力
を
高
め
て
お
け
ば
、
ウ
ィ
ル
ス
が

入
っ
て
き
て
も
発
病
を
防
げ
ま
す
。

福
祉
保
険
課
介
護
福
祉
係
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
９
５
―

２
１
３
１
（
内
線
２
６
１
、
２
６
０
）
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〒901－2424 中城村字南上原618番地 
電話 （098）895－5123

〒901－2407 中城村字安里268-4（コーポ金永） 

居宅介護支援事業所　訪問介護事業所 

電話 （098）895－3500

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会
が
（
主
催：

村
社
協
）
11
月
29
日
、
吉
の
浦
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
発
達
障
が
い
児
の
理
解
と
支
援
」
と
題
し
、
西
岡
し
の
ぶ
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
発
達
障
が
い
を
疑
似
体
験
し
、
ク
イ
ズ
形
式
で
発
達
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
ま
た
、「
発
達
障
が
い
」
を
正
し
く
理
解
し
、
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
け
ば
よ
い

か
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
に
発
達
障
害
者
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
発
達
障
が
い
児
・
者
の
支
援
体
制
の
整
備

が
進
む
中
、「
中
城
村
に
お
け
る
発
達
障
が
い
児
・
者
を
取
り
巻
く
環
境
」
と
題
し
、
村
内
の

学
校
教
育
現
場
と
行
政
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
村
教
育
委
員
会
と
村
役
場
の
報
告
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
に
、
Ｌ
Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
・
高
機
能
自
閉
症
・
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
学
校
で
ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
子
の
中
に
は
、
発
達
障
が
い
を

か
か
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
調
べ
で
は
、
全

児
童
の
内
の
6.3
％
が
発
達
障
が
い

で
あ
る
と
い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
は
、
先
天
的
な
脳

の
機
能
障
害
で
す
。
全
般
的
な
遅

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
達
に
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
面
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
味
覚
過
敏
・
表
情
の

乏
し
さ
・
過
集
中
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
困
難
・
社
会
性
の
困

難
・
睡
眠
障
害
（
一
日
中
緊
張
し
、

眠
り
が
浅
い
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
者
の
中
に
は
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人

も
多
く
い
ま
す
。

保
護
者
は
、
ま
ず
子
供
の
状
態

に
気
付
き
、
理
解
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
良
い
と
こ
ろ
を

み
つ
け
、
ほ
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

手
助
け
は
、
甘
や
か
し
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

学
校
側
や
周
囲
の
人
も
本
人
さ

え
も
気
付
か
な
い
よ
う
な
自
然
で

温
か
い
支
援
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

村
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
で

特
別
支
援
員
を
各
学
校
に
配
置
し
、

特
別
支
援
教
育
体
制
の
整
備
を
図

り
、
中
城
村
で
も
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
、
日
中
一
時
支
援
事
業

な
ど
で
環
境
作
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
相
談
支
援
事
業
も
行

っ
て
い
ま
す
。

相
談
先
福
祉
保
険
課
介
護
福
祉
係

℡
８
９
５
―

２
１
３
１

西岡　しのぶ氏
特別支援教育士

（沖縄自閉症児者親の

会マイワールド会長）

高森　新一
村教育委員会

照屋　淳
中城村役場

発
達
障
が
い
と
は
？

周
囲
の
人
の
理
解
と
支
援

中
城
村
で
の
取
り
組
み

本人も気付かないような
周りの温かい支援を



中城村の人口 平成20年11月末現在

※（ )内は前月との比較

（＋42）
（＋24）
（＋18）
（＋30）

16,988人
8,597人
8,355人
6,119世帯

人　口
男
女
世帯数
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野
焼
き（
野
外
焼
却
）で
ご
近
所
に
、
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

●
野
外
焼
却
（
廃
材
、
雑
草
、
家
庭
ご
み
）
を
行
う
と

近
所
迷
惑
だ
け
で
な
く
苦
情
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

●
人
体
へ
悪
影
響
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
だ
け

で
な
く
、
地
球
温
暖
化
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

●
「
家
の
近
く
で
ご
み
を
燃
や
さ
れ
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。」

「
洗
濯
物
が
煙
臭
く
な
っ
て
し
ま
う
。」
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

☆
ご
み
を
処
分
す
る
場
合
は
、
正
し
く
分
別
し

指
定
さ
れ
た
収
集
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

☆
野
外
焼
却
は
原
則
禁
止
で
す
。
違
反
す
る
と
、

５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。(

た
だ
し
、
政
令

に
よ
る
焼
却
禁
止
の
例
外
と
な
る
廃
棄
物
の

焼
却
は
除
く
）

☆
村
役
場
で
は
、
通
報
が
あ
れ
ば
、
現

場
を
確
認
し
て
指
導
し
ま
す
の
で
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】
村
役
場
住
民
生
活
課

８
９
５
―

２
１
３
１
（
内
線
２
２
１
）

沖
縄
の
将
来
像
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
将
来
（
２
０
３
０
年
）
の
あ
る
べ
き
沖
縄
の
姿
を
描
く
「
沖

縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
し
、
県
民
意
見
を
広
く
募
集
す
る
た
め
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
の
提
出
方
法
は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
添
付
し
た
ハ
ガ
キ
に
、
ご
意
見
等
を
ご
記
入
の
上
、
投
か
ん
し

て
く
だ
さ
い
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
意
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
中
城
村
役
場
企
画
課
や
県
企
画
調
整
課
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
沖
縄
県
企
画
部
企
画
調
整
課

℡
０
９
８
―

８
６
６
―

２
０
２
６

家
屋
の
減
失
届
出
・
土
地

の
用
途
変
更
届
に
つ
い
て

◎
家
屋
の
増
改
築
や
取
り
壊
し
た

場
合

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
の
現
況
を
基
準
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
例
え
ば
１
月
２
日
に
家

屋
を
取
り
壊
し
て
も
、
そ
の
年
度

は
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
屋

を
取
り
壊
し
て
も
届
出
を
し
て
い

な
い
、
あ
る
い
は
減
失
登
記
を
し

て
い
な
い
場
合
、
把
握
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
屋
の
増
改

築
及
び
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合

は
、
村
役
場
税
務
課
ま
で
届
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
土
地
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合

例
え
ば
、
宅
地
、
原
野
を
畑
、

資
材
置
き
場
等
に
し
た
と
き
、
又

は
店
舗
、
工
場
、
事
務
所
等
を
住

宅
等
に
用
途
を
変
更
し
た
と
き

は
、
村
役
場
税
務
課
ま
で
届
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

村
役
場
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係
　

℡
８
９
５
―

２
１
３
１

（
２
４
２
）

●黒煙がでる

●一斗缶
●ドラム缶
●ブロックで囲む
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1
2

※
行
事
日
程
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

木

金

土

日

月

火

水

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

木

金

土

日

月

火

水

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

ヘルスアップ教室

３歳児健診

がじゅまる会

建国記念日/ヘルスアップ教室

歯科検診

浜・南上原ふれあい事業

当間・登又ふれあい事業／ヘルスアップ教室

奥間ふれあい事業／DT予防接種

北上原・伊舎堂ふれあい事業

ヘルスアップ教室

元旦

御用始め

ヘルスアップ教室

１歳６ヶ月児健診

献血の日(ハートライフ)

乳児一般健診

成人式

浜・南上原ふれあい事業

がじゅまる会／ヘルスアップ教室

奥間ふれあい事業

新春トリムマラソン大会

離乳食実習

当間・登又ふれあい事業／ヘルスアップ教室

旧正
BCG予防接種／北上原・伊舎堂ふれあい事業

ヘルスアップ教室

国保税を納めましょう!!
１月は国保税７期分・２月は

８期分の納期です。
納期内に納めましょう！



平
成
21
年
４
月
か
ら
、
原
則
ど
な
た
で

も『
年
金
か
ら
の
お
支
払
い（
特
別
徴
収
）』

に
代
え
て
、『
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
が
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る

方
、
平
成
20
年
４
月
２
日
以
降
に
加
入
さ

れ
た
方

口
座
振
替
受
付

受
付
場
所：

村
役
場
　
福
祉
保
険
課
　

老
人
医
療
・
国
保
係
窓
口

必
要
書
類：

被
保
険
者
証
、
通
帳
、
通
帳

印

受
付
期
間：

１
月
９
日
〜
１
月
30
日
ま
で

※
１
月
30
日
ま
で
に
手
続
き
す
る
と
、
４

月
分
よ
り
口
座
振
替
に
出
来
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
保
険
課

老
人
医
療
・
国
保
係
窓
口

℡
８
９
５
―

２
１
３
１

＊
住
宅
の
省
エ
ネ
化
を
促
進
す
る
た
め
、

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
の
既
存
住

宅
に
お
い
て
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を

行
っ
た
場
合
に
、
翌
年
度
（
１
年
分
）
の

固
定
資
産
税
の
税
額
か
ら
３
分
の
１
を
減

額
す
る
（
１
２
０

分
ま
で
に
限
る
。）

（
対
象
と
な
る
工
事
）

・
①
窓
の
改
修
工
事
、
又
は
①
と
併
せ
て

行
う
②
床
の
断
熱
工
事
、
③
天
井
の
断
熱

工
事
若
し
く
は
④
壁
の
断
熱
工
事
で
、
改

修
工
事
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
が
省
エ

ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と
と
な
る

も
の
の
う
ち
、
改
修
費
用
総
額
が
30
万
円

以
上
の
も
の
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
税
務
課
　
資
産
税
係

℡
８
９
５
―

２
１
３
１
（
内
線
２
４
３
）

小
・
中
学
生
の
保
護
者
の
皆
様
へ

中
城
村
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

義
務
教
育
に
必
要
な
学
用
品
費
等
の
教
育

費
に
困
っ
て
い
る
保
護
者
に
対
し
、
児
童

生
徒
の
通
学
し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦
を

受
け
、
学
用
品
費
等
及
び
医
療
費
（
学
校

病
）
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

《
就
学
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

範
囲
》

生
活
保
護
を
受
け
て
い
た
が
生
活
保
護
が

廃
止
に
な
っ
た
方

村
民
税
・
県
民
税
が
非
課
税
の
方
（
世
帯

全
員
が
所
得
割
・
均
等
割
と
も
課
税
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
。）

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
（
保

護
者
に
村
民
税
所
得
割
が
課
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
。）

そ
の
他
、
上
記
に
準
ず
る
程
度
に
困
っ
て

い
る
と
教
育
委
員
会
が
認
め
た
方
。

問
い
合
わ
せ
先：

中
城
村
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
（
村
民
体
育
館
内
）

℡
０
９
８
―

８
９
５
―

３
２
７
６

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

・
外
地
か
ら
の
引
揚
者
、
恩
給
を
受
け

て
い
な
い
旧
軍
人
で
あ
っ
た
方
、
シ
ベ
リ

ア
な
ど
で
強
制
抑
留
さ
れ
た
方
で
、
ま
だ

特
別
慰
労
品
を
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は

早
急
に
申
請
し
て
下
さ
い
。
請
求
書
は
役

場
　
福
祉
保
健
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

（
独
）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

℡
０
１
２
０
―

２
３
４
―

９
３
３

那
覇
空
港
の
構
想
段
階
Ｐ
Ｉ
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
内
容
に
つ
い
て
、
皆
様
か
ら
の
意
見

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部

那
覇
空
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

（
０
９
８
―

８
６
６
―

１
９
０
７
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.d
c.og
b
.g
o.jp
/k
y
ok
u
/in
f

orm
ation/nahakuukou/index.htm
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案
内
・
お
知
ら
せ

「
特
別
慰
労
品
」の
請
求
期
限

が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
!!

那
覇
空
港
に
関
す
る

意
見
募
集

長
寿（
後
期
高
齢
者
・
国
保
）

医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
住
宅
の
固

定
資
産
税
、
減
額
措
置
の
創
設

平
成
21
年
度
準
要
保
護
児
童

生
徒
の
申
請
に
つ
い
て

m2

村県民税の
納期です!!

2月2日は、村県民税第4
期分の納期となっていま
す。なお、まだ納めてい
ない場合は、合わせて納め
ていただけますようお願
い致します。
【お問い合わせ】
村役場　税務課
TEL895－2131

（内線240・241・242）

ISO 9001：2000 
ISO14001：2004中城村商工会会員　　　　　　　 認証取得 

年
始
は
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
た
め
、

飲
酒
絡
み
の
交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直
結
す
る
悪

質
・
危
険
な
運
転
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
飲

ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」「
乗
る
な
ら
飲
ま
な

い
」
を
守
り
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な

い
と
強
い
信
念
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
し
（
四
）
な
い
運
動

・
運
転
す
る
な
ら
お
酒
を
飲
ま
な
い

・
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

・
運
転
す
る
人
に
は
お
酒
を
す
す
め
な
い

・
お
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い

対
象
出
願
資
格：

勤
労
者
で
満
20
歳

（
平
成
21
年
３
月
31
日
現
在
）
以
上
の
者

出
願
期
間：

２
月
９
日
、
２
月
10
日

検
査
期
日：

３
月
10
日

【
お
問
い
合
わ
せ
】

県
立
コ
ザ
高
等
学
校
定
時
制
課
程

電
話
　
９
３
７
―

３
５
６
３

入
学
願
書
受
付
期
間

転
入
　
１
月
21
日
〜
22
日

一
般
／
特
別
／
編
入
　
２
月
12
日
〜
13
日

現
在
10
代
か
ら
70
代
ま
で
の
生
徒
の
皆
さ

ん
が
勉
強
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

沖
縄
県
立
泊
高
等
学
校
通
信
制
課
程

電
　
話
　
８
６
８
―

１
２
３
７
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８
６
８
―

０
６
１
８

http://w
w
w
.tom
ari-h.open.ed.jp/

対
象
者：

中
城
村
内
に
住
所
を
有
し
、
左

記
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

（
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程
度
が
、
上

肢
機
能
障
害
、
下
肢
機
能
障
害
又
は
体

幹
機
能
障
害
で
あ
る
者

②
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す
る
者

③
就
労
等
に
伴
い
自
ら
所
有
し
運
転
す
る

自
動
車
の
操
行
装
置
（
ハ
ン
ド
ル
）
駆

動
装
置
（
ア
ク
セ
ル
及
び
ブ
レ
ー
キ
）
等

の
一
部
を
改
造
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

④
助
成
金
を
支
給
す
る
月
の
前
年
の
所
得

金
額
が
特
別
障
害
者
手
当
の
所
得
制
限

限
度
額
を
超
え
な
い
者

助
成
金
の
額：

１
件
あ
た
り
10
万
円
を
限

度
と
す
る

申
請：

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

自
動
車
の
改
造
前
又
は
改
造
後
の
６
ヶ
月

以
内
に
下
記
書
類
を
提
出
す
る
こ
と

①
支
給
対
象
者
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
写

し
②
運
転
免
許
証
の
写
し

③
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
所
得
金

額
が
確
認
で
き
る
書
類

④
車
検
証
の
写
し

⑤
改
造
を
行
う
業
者
の
見
積
書

【
お
問
い
合
わ
せ
】

中
城
村
役
場
　
福
祉
保
険
課

介
護
福
祉
係

電
話
　
８
９
５
―

２
１
３
１
（
２
５
０
）

対
象
者：

中
城
村
内
に
住
所
を
有
し
、
運

転
免
許
試
験
の
受
験
資
格
を
有
し
、
社
会

活
動
等
へ
の
参
加
の
た
め
免
許
を
取
得
し

よ
う
と
す
る
者
で
、
下
記
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
（
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程
度
が
１
級

か
ら
４
級
ま
で
の
者

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
者

助
成
金
の
額：

免
許
取
得
に
要
し
た
費
用

３
分
の
２
（
10
万
を
超
え
る
と
き
は
10
万

円
を
限
度
と
す
る
）

申
請：

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
写
し

②
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

【
お
問
い
合
わ
せ
】

中
城
村
役
場
　
福
祉
保
険
課

介
護
福
祉
係

電
話
　
８
９
５
―

２
１
３
１
（
２
５
０
）

平
成
21
年
２
月
５
日
　
10
時
〜
16
時

●
開
催
地：

吉
の
浦
会
館

●
主
催：
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】

那
覇
地
方
法
務
局
沖
縄
支
局

℡
　
９
３
７
―

３
２
７
８
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飲
酒
運
転
絶
対
ダ
メ
!!

身
体
障
害
者
用
自
動
車

改
造
費
助
成
事
業

障
害
者
自
動
車
運
転
免
許

取
得
費
助
成
事
業

人
権
相
談
所
開
設

コ
ザ
高
等
学
校
定
時
制

特
別
募
集

泊
高
等
学
校
通
信
制
課
程

生
徒
募
集
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